
寒さを吹き飛ばす熱戦！！ 

 ホワイトバトル2011   

寒さを吹き飛ばす熱戦！！ 

 ホワイトバトル2011   

http://www.town.shichinohe.aomori.jphttp://www.town.shichinohe.aomori.jp

広報 広報 
月号 月号 33平成23年 

2011 MarchNo.72

新幹線駅開業特集 

まちのできごとあれこれ 

行政のひろば 

保健情報 

いきいきひろば 

お知らせ 

2 

3 

4～5 

6～7 

8～10 

11～15 

 

 

� � � � � � � �

 

　「ホワイトバトル2011」が２月６日、中央公園で開催され、

町内外から88チーム、900人が参加し、熱戦を繰り広げました。 

　競技は、小学校低学年、小学校高学年、一般、レディース

の４部門で行われ、１チーム7人が１試合に90個の雪玉を３分

間投げ合い、より多くの相手選手に当てるか、相手チームの

旗を奪った方が勝ちとなります。 

　試合では、選手たちがシェルターと呼ばれる壁に身を隠し

ながら、相手の陣営に攻め込む隙をうかがったり、相手チー

ムの旗に向かって一気に突っ込んだり、さまざまな作戦を展開。

観客らは迫力のある投げ合いに大きな声援を送っていました。 
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特集 特集 

●七戸十和田駅応援隊モニターツアー 

 

　
七
戸
町
雇
用
創
造
協
議
会
は
２
月
４
日
か

ら
６
日
の
３
日
間
、
七
戸
十
和
田
駅
応
援
隊

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
事
業
は
、
七
戸
十
和
田
駅
を
拠
点
と

し
た
観
光
ル
ー
ト
づ
く
り
と
、
地
域
の
観
光

資
源
の
磨
き
上
げ
を
目
的
に
実
施
し
た
も
の
で
、

首
都
圏
在
住
の
七
戸
十
和
田
駅
応
援
隊
隊
員

と
そ
の
紹
介
者
14
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
ツ
ア
ー
で
は
十
和
田
湖
冬
物
語
を

中
心
に
、N

o
n
o
U
e

人
形
の
館
、
ホ
ワ
イ
ト

バ
ト
ル
、
レ
ー
ル
バ
ス
、
七
戸
旧
正
ま
け
る

日
を
見
学
し
た
ほ
か
、
「
桜
弁
当
」
や
十
和

田
の
バ
ラ
焼
き
、
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
の
ジ
ェ
ラ
ー

ト
な
ど
を
味
わ
い
、
地
域
の
魅
力
を
実
感
し

て
い
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、
「
人
形
の
館
に
ま
た
来
た
い
。

人
形
の
制
作
体
験
も
し
て
み
た
い
」、「
七
戸

町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
を
一
般
公
開
し
て
ほ

し
い
」、「
ホ
ワ
イ
ト
バ
ト
ル
は
と
て
も
迫
力

が
あ
っ
た
。
機
会
が
あ
っ
た
ら
参
加
し
て
み

た
い
」な
ど
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

 

●駅からハイキング　－創造の森スノートレッキング－ 

 

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」

が
２
月
12
日
に
開
催
さ
れ
、
東
京
都
、
神
奈

川
県
、
千
葉
県
な
ど
の
首
都
圏
を
は
じ
め
県

内
外
か
ら
32
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
、
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら
ス
キ
ー

場
ま
で
の
移
動
に
は
、
町
の
電
気
バ
ス
を
活

用
し
、
送
迎
し
ま
し
た
。 

　
ス
キ
ー
場
で
各
自
昼
食
を
と
っ
た
後
、
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
て
町
営
ヒ
ュ
ッ
テ
を
出

発
。
時
折
小
雪
が
降
る
中
、
創
造
の
森
を
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
し
、
カ
モ
シ
カ
や
ウ
サ
ギ
な
ど

の
足
跡
や
、
キ
マ
ン
サ
ク
の
蕾
を
観
察
す
る

な
ど
冬
の
大
自
然
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
散
策
が
終
わ
る
と
、
ヒ
ュ
ッ
テ
で
甘
酒
が

振
る
舞
わ
れ
、
冷
え
た
体
を
温
め
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
道
の
駅
し
ち
の
へ
移
動
し
、

買
い
物
や
鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
で
鑑
賞
す

る
な
ど
、
七
戸
町
を
満
喫
し
、
七
戸
十
和
田

駅
か
ら
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。 

 

●台湾からの修学旅行生を歓迎 

 

　
台
湾
・
北
成
小
学
の
児
童
ら
35
人
は
１
月

27
日
、
修
学
旅
行
の
た
め
新
幹
線
で
来
青
し
、

七
戸
十
和
田
駅
に
降
り
立
ち
ま
し
た
。 

　
駅
舎
コ
ン
コ
ー
ス
で
は
同
校
と
姉
妹
提
携

を
結
ん
で
い
る
、
十
和
田
市
立
北
園
小
学
校

の
児
童
や
保
護
者
ら
が
一
行
を
盛
大
に
歓
迎

し
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
で
歓
迎
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
河
島
北
園
小
学
校
長

と
小
又
町
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
後
、

両
校
の
児
童
が
日
本
語
や
中
国
語
で
自
己
紹

介
を
し
合
う
な
ど
、
会
場
は
和
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
一
行
は
、
十
和

田
市
な
ど
に
５
日
間
滞
在
し
、
31
日
に
帰
国

し
ま
し
た
。 
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伝統300余年！！旧正月恒例まける日 
 

文化財を火災から守れ！！　～文化財防火デー～ 
 

交通死亡事故ゼロ500日を達成　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　七戸町が交通死亡事故ゼロ500日を達成したとし

て２月７日、町交通安全対策協議会（小又勉会長）

と町交通安全母の会（盛田惠津子会長）にそれぞれ、

青森県警より感謝状と表彰状が贈呈されました。 

　町では平成21年9月21日に国道4号で自転車に乗っ

ていた男性がトラックに追突され亡くなって以来、

死亡事故が起きておらず、2月4日午前0時に同記録

を達成しました。 

　県警本部で行なわれた表彰式で、小又町長は「当

町は主要道である国道4号を中心に、みちのく有料

道路、国道394号線など県内各地を結ぶ重要なアク

セス路線が縦横にひしめいている。記録を達成でき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　七戸町消防団と中央消防署は１月

28日、森ノ上地区の正洞院で文化

財防火デー防火訓練を実施しました。 

　訓練には消防団員や消防署員ら

46人が参加。地震により正洞院本

堂から出火し、負傷者が出たという

想定で訓練が行われました。団員ら

は、連携を確認しながら放水を行い、

負傷者を救助。また、文化財に見立

てた箱を本堂から運び出すなど、不

測の事態に備えていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たのは、七戸警察署をはじめとする関係団体の地道

な活動のおかげ。今後も、高齢者などへの啓発に、

より一層力を入れていきたい」と話していました。 

 

 

　七戸旧正まける日が２月５日から２日間、中

央商店街などで開催され、町内外から近年にな

く大勢の買い物客が詰めかけ、生活雑貨や衣料

品を次々と買い求めていました。 

　各店舗は、七戸の商人魂を見せつけるかのよ

うに、商品の半額セールや商品券のプレゼント

などを行い、さまざまなサービスで魅了。農産

加工品や七戸短角牛を販売する露店も人気を集

めたほか、お汁粉や甘酒、豚汁の無料サービス

にも行列ができていました。 

　このほか、雪灯籠コンテストが開催され、今

年の干支にちなんだウサギの雪像や、４月23日

から始まる青森ディスティネーションキャンペー

ンのマスコットキャラクター「いくべぇ」の雪

像など15作品が出品されました。審査の結果、

新町青年部が作製した「タイガーマスク」が、

最優秀賞に選ばれました。 
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４
月
は
統
一
地
方
選
挙
が

行
わ
れ
ま
す
。 

　
昭
和
22
年
以
来
、
４
年
に

一
度
の
統
一
地
方
選
挙
は
今

回
が
17
回
目
に
な
り
、
３
月

か
ら
５
月
の
間
に
任
期
満
了

と
な
る
全
国
の
地
方
自
治
体

の
首
長
、
議
会
議
員
の
選
挙

期
日
を
４
月
10
日
と
24
日
に

統
一
し
、
投
票
が
行
わ
れ
ま

す
。 

　
当
町
で
は
、
県
議
会
議
員

と
町
議
会
議
員
の
選
挙
が
行

わ
れ
ま
す
。
　 

　
こ
れ
か
ら
の
県
政
と
町
政

の
発
展
の
た
め
、
あ
な
た
の

権
利
と
主
張
を
生
か
し
、
棄

権
す
る
こ
と
な
く
投
票
し
ま

し
ょ
う
。 

 

          

　 

   

◆
告

示

日 

　
４
月
１
日（
金
） 

 

◆
投

票

日 

　
４
月
10
日（
日
） 

　
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で 

 

◆
投
票
方
法 

　
　
記
名
式
投
票
（
投
票
用
紙
に

　
候
補
者
の
氏
名
を
自
書
す
る
方

　
法
で
す
。） 

  

投
票
で
き
る
方 

 

　
平
成
22
年
12
月
31
日
以
前
に
七

戸
町
へ
転
入
の
届
出
を
し
た
方
、

ま
た
は
七
戸
町
の
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
平
成

３
年
４
月
11
日
以
前
に
出
生
し
た

方
で
す
。 

         

　
な
お
、
県
内
の
市
町
村
か
ら
転

入
し
た
方
で
、
届
出
を
し
て
か
ら

３
ヶ
月
経
過
し
て
い
な
い
方
は
前

住
所
地
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
場
合
、
当
町
発
行
の

「
住
所
を
有
す
る
証
明
書
」(

無
料)

の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

  

町

内

転

居

者

 
 

　
町
内
で
転
居
の
届
出
を
さ
れ
た

方
は
、
届
出
期
日
に
よ
っ
て
旧
住

所
の
投
票
所
で
投
票
し
て
い
た
だ

く
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

  

期

日

前

投

票

 
 

　
投
票
日
当
日
に
職
務
も
し
く
は

業
務
等
に
従
事
す
る
方
、
催
し
な

ど
の
予
定
が
あ
る
方
、
投
票
区
内

に
い
な
い
方
が
投
票
日
前
日
ま
で

に
あ
ら
か
じ
め
投
票
で
き
る
制
度

で
す
。 

 

◎
期
日
　
４
月
２
日
〜
４
月
９
日 

◎
時
間
　
午
前
８
時
30
分
か
ら 

午
後
８
時
ま
で 

◎
場
所
　
町
選
挙
管
理
委
員
会 

　
　
　
　
（
役
場
本
庁
及
び
支
所
） 

  

他
市
町
村
で
の 

不
在
者
投
票 

 

　
仕
事
な
ど
で
他
市
町
村
に
滞
在

し
て
い
る
方
は
、
町
選
挙
管
理
委

員
会
か
ら
投
票
用
紙
の
交
付
を
受

け
て
、
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員

会
で
投
票
で
き
ま
す
。
な
お
、
投

票
用
紙
の
請
求
は
告
示
日
前
で
も

で
き
ま
す
。 

◎
期
日
　
４
月
２
日
〜
４
月
９
日 

◎
時
間
　
午
前
８
時
30
分
か
ら 

　
　
　
　
午
後
５
時
ま
で 

  

指
定
病
院
等
で
の 

不
在
者
投
票 

 

　
指
定
病
院
等
（
病
院
や
老
人
ホ

ー
ム
）
に
入
院
、
入
所
し
て
い
る

方
が
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

投
票
用
紙
の
交
付
を
受
け
て
当
該

施
設
で
投
票
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
病
院
長
（
施
設
長
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

   

 

郵
便
に
よ
る 

不
在
者
投
票 

 

　
投
票
の
で
き
る
方
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
又
は
戦
傷
病
者
手
帳
、

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
（
要
介

護
５
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

で
す
が
、
障
害
の
種
類
や
程
度
に

制
限
が
あ
る
ほ
か
、
町
選
挙
管
理

委
員
会
が
発
行
す
る
「
郵
便
等
投

票
証
明
書
」
が
必
要
と
な
り
、
投

票
用
紙
の
請
求
期
限
は
、
４
月
６

日
で
す
。
ま
た
自
ら
投
票
用
紙
に

記
載
で
き
な
い
方
の
た
め
に
代
理

投
票
制
も
創
設
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
告
示
前
で
も
請
求
で
き
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
町
選
挙
管
理
委
員

会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

  

投
票
所
入
場
券 

 

　
は
が
き
の
入
場
券
（
１
枚
に
２

人
分
）
を
郵
送
し
ま
す
の
で
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
な
お
、
入
場
券
を

紛
失
し
た
場
合
で
も
投
票
で
き
ま

す
の
で
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
ま

た
は
投
票
所
で
そ
の
旨
を
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。 

 

 

４
月
は
統
一
地
方
選
挙
　
〜
投
票
は
お
忘
れ
な
く
〜 

 
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
投
票
日
　
４
月
10
日 

町
議
会
議
員
一
般
選
挙
投
票
日
　
４
月
24
日 

 

県
議
会
議
員

県
議
会
議
員 

一

般

選

挙

一

般

選

挙

 
県
議
会
議
員 

一

般

選

挙
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町
議
会
議
員

町
議
会
議
員 

一

般

選

挙

一

般

選

挙

 

町
議
会
議
員 

一

般

選

挙

 

     

◆
告

示

日 

　
４
月
19
日（
火
） 

 

◆
投

票

日 

　
４
月
24
日（
日
） 

　
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で 

 

◆
投
票
方
法 

　
　
記
名
式
投
票
（
投
票
用
紙
に

　
候
補
者
の
氏
名
を
自
書
す
る
方

　
法
で
す
。） 

  

投
票
で
き
る
方 

 

　
平
成
23
年
１
月
18
日
以
前
に
七

戸
町
へ
転
入
の
届
出
を
し
た
方
、

ま
た
は
七
戸
町
の
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
平
成

３
年
４
月
25
日
以
前
に
出
生
し
た

方
で
す
。 

  

町

内

転

居

者

 
 

　
県
議
会
議
員
選
挙
と
同
じ
で
す
。 

    

 

期

日

前

投

票

 
 

　
期
日
前
投
票
の
制
度
は
、
県
議

会
議
員
選
挙
と
同
じ
で
す
。 

◎
期
日
　
４
月
20
日
〜
４
月
23
日 

◎
時
間
　
午
前
８
時
30
分
か
ら 

午
後
８
時
ま
で 

◎
場
所
　
町
選
挙
管
理
委
員
会 

　
　
　
　
（
役
場
本
庁
及
び
支
所
） 

  
他
市
町
村
で
の 

不
在
者
投
票 

 

　
投
票
の
手
続
き
は
県
議
会
議
員

選
挙
と
同
じ
で
す
。 

◎
期
日
　
４
月
20
日
〜
４
月
23
日 

◎
時
間
　
午
前
８
時
30
分
か
ら 

　
　
　
　
午
後
５
時
ま
で 

  

指
定
病
院
等
で
の 

不
在
者
投
票 
 

　
投
票
の
手
続
き
は
県
議
会
議
員

選
挙
と
同
じ
で
す
。 

 

　
　
　 

郵
便
に
よ
る 

不
在
者
投
票 

 

　
投
票
の
手
続
き
は
県
議
会
議
員

選
挙
と
同
じ
で
す
。 

　
な
お
、
投
票
用
紙
の
請
求
期
限

は
、
選
挙
期
日
４
日
前
（
４
月
20

日
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

投
票
所
入
場
券 

 

　
県
議
会
議
員
選
挙
と
同
じ
で
す
。 

  

立
候
補
の
受
付 

 

　
立
候
補
の
受
付
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

◎
期
日
　
４
月
19
日（
火
） 

◎
時
間
　
午
前
８
時
30
分
か
ら 

　
　
　
　
午
後
５
時
ま
で 

◎
場
所
　
役
場
本
庁
舎
２
階 

　
　
　
　
　
第
１
・
２
会
議
室 

 

町
議
会
議
員
選
挙 

立
候
補
予
定
者
へ 

 

　
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
方

は
、
届
出
書
類
等
の
準
備
が
あ

り
ま
す
の
で
町
選
挙
管
理
委
員

会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
立
候
補
予
定
者
説
明

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。 

◎
期
日
　
３
月
18
日（
金
） 

◎
時
間
　
午
前
10
時
か
ら 

◎
場
所
　
七
戸
中
央
公
民
館
２
階 

　
　
　
　
　
第
１
・
２
研
修
室 

 

○
問
合
せ
先 

　
七
戸
町
選
挙
管
理
委
員
会 

　
　
　
☎
６
８
ー
２
１
１
２ 

 
      

１
　
年
金
手
帳
で
は
昭
和
35
年

　
10
月
１
日
加
入
と
な
っ
て
い

　
る
の
に
、
日
本
年
金
機
構
の

　
年
金
記
録
で
は
昭
和
36
年
４

　
月
１
日
加
入
と
な
っ
て
い
る

　
の
は
な
ぜ
で
す
か
？ 

 

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
昭

和
36
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
昭
和
35
年
10
月
か
ら
昭
和
36
年

３
月
ま
で
は
、
国
民
年
金
法
の
準

備
期
間
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付

は
昭
和
36
年
４
月
か
ら
は
じ
ま
り

ま
し
た
。 

　
し
た
が
っ
て
、
年
金
の
加
入
記

録
は
「
昭
和
36
年
４
月
１
日
加
入
」

と
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

２
　
結
婚
し
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

　
で
あ
る
夫
の
被
扶
養
配
偶
者

　
で
あ
っ
た
の
に
昭
和
61
年
４

　
月
ま
で
の
国
民
年
金
第
３
号

　
被
保
険
者
の
記
録
が
漏
れ
て

　
い
ま
す
。 

 

　
国
民
年
金
第
３
号
の
制
度
は
昭

和
61
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
昭
和
61
年
３
月
ま
で
は
、
厚
生 

       

年
金
保
険
加
入
者
の
配
偶
者
と
な

っ
て
い
る
場
合
に
は
、
国
民
年
金

へ
の
強
制
加
入
義
務
は
な
く
、
任

意
加
入
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
（
任

意
加
入
を
し
て
い
な
く
て
も
、「
カ

ラ
期
間
」
と
し
て
年
金
の
受
給
資

格
期
間
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
） 

 

○
問
合
せ
先 

　
青
森
年
金
事
務
所 

☎
０
１
７
ー
７
３
４
ー
７
４
９
９ 

　
町
民
課
国
民
年
金
係 

☎
６
８
ー
２
１
１
５ 

　
庶
務
課
年
金
係 ☎

６
２
ー
２
１
１
１ 

  

○
３
月
の
移
動
年
金
相
談
日 

　
３
月
23
日
（
水
） 

　
七
戸
町
柏
葉
館 

　
午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
３
時 

 

　
完
全
予
約
制
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。 

 

○
問
合
せ
先 

　
青
森
年
金
事
務
所 

☎
０
１
７
ー
７
３
４
ー
７
４
９
８ 

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ 
 

  

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ 
 

「
あ
ぁ
！
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
だ
！
」 

…
よ
く
あ
る
相
談
事
例
に
つ
い
て
… 
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ちゃんと 
　眠れてる？ 

眠れていますか？　　一人で悩んでいませんか？ 

 

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り 
保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り 
保
健
だ
よ
り 

    

平
成
23
年
度 

集
団
健
診
の
申
込
み
に
つ
い
て 

 

　
平
成
23
年
度
全
町
民
を
対
象
に
実

施
す
る
集
団
健
診
の
申
込
み
を
受
付

し
ま
す
。 

　
申
込
書
は
、
２
月
に
各
世
帯
へ
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確

認
の
う
え
、
お
申
込
み
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。 

　
受
診
希
望
し
な
い
世
帯
の
方
も
、「
受

け
な
い
理
由
（
番
号
）
」
を
記
入
し
、

必
ず
返
送
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。 

　
健
康
維
持
の
た
め
一
年
に
一
回
、

特
定
健
診
と
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。 

 

集
団
健
診
の
種
類
と
対
象
者 

●
総
合
健
診 

　（
天
間
林
保
健
セ
ン
タ
ー
・
柏
葉
館
） 

　
20
歳
以
上 

●
七
戸
病
院
人
間
ド
ッ
ク 

　
30
歳
以
上
69
歳
以
下 

 

　
ど
ち
ら
か
一
方
を
お
申
込
み
で
き

ま
す
。
（
年
齢
は
、
23
年
度
末
現
在

の
年
齢
） 

　
た
だ
し
、
性
別
、
医
療
保
険
の
種

類
等
に
よ
り
受
診
で
き
な
い
検
査
項

目
が
あ
り
ま
す
の
で
、
送
付
さ
れ
た

申
込
み
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

○
申
込
期
限 

　
平
成
23
年
３
月
15
日（
火
） 

　
申
込
書
の
紛
失
、
申
込
書
の
書
き

方
な
ど
ご
不
明
な
点
は
、
健
康
福
祉

課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

○
問
合
せ
先 

　
健
康
福
祉
課 

☎
６
８
ー
４
６
３
１ 

  

言
葉
と
聞
こ
え
の 

教
室
等
通
級（
園
） 

助
成
金
交
付
制
度
に
つ
い
て 

 

　
言
葉
と
聞
こ
え
の
教
室
や
心
身
の

機
能
回
復
施
設
な
ど
に
通
級（
園
）し

て
い
る
子
ど
も
を
対
象
に
、
交
通
費

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
助
成
金

を
交
付
し
ま
す
。 

◎
対
象
と
な
る
方 

　
・
当
町
に
住
所
が
あ
る 

　
・
小
学
生
以
下
で
あ
る 

　
・
言
語
、
聴
覚
、
身
体
に
障
害
を

　
　
持
ち
、
教
室
や
訓
練
施
設
等
に

　
　
通
級（
園
）し
て
い
る 

　
・
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

　
　
23
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

　
　
に
通
級（
園
）し
て
い
る 

　
以
上
の
４
項
目
全
て
を
満
た
す
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

◎
助
成
金
の
額 

　
・
町
内
の
施
設
：
月
額
５
百
円 

　
・
町
外
の
施
設
：
月
額
　
千
円 

◎
締
め
切
り 

　
平
成
23
年
３
月
31
日（
木
） 

＊
申
請
に
必
要
な
書
類
は
、
健
康
福

祉
課
（
天
間
林
保
健
セ
ン
タ
ー
）
で

配
付
し
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
健
康

福
祉
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

○
問
合
せ
先 

　
健
康
福
祉
課 

☎
６
８
ー
４
６
３
１ 

 

 

ダ
イ
エ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
教
室 

開
催
の
お
知
ら
せ 

 

　
生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的
に
、
ダ

イ
エ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
教
室
（
運
動
編
）

を
開
催
し
ま
す
。
お
腹
周
り
が
気
に

な
る
方
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
取
り
組
ん

で
も
長
続
き
し
な
い
方
、
将
来
の
た

め
に
無
理
な
く
生
活
改
善
し
た
い
方

な
ど
に
お
勧
め
で
す
。
み
な
さ
ま
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

       

○
月
　
日
　
３
月
15
日（
火
） 

○
時
　
間
　
18
時
30
分
〜
20
時 

○
場
　
所
　
中
央
公
民
館 

○
講
　
師
　
十
和
田
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス 

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　
　
健
康
運
動
指
導
士 

　
　
加
藤
　
智
子
　
先
生 

○
持
ち
物 
上
履
き
、タ
オ
ル
、飲
み
物 

○
申
込
み
先 

　
健
康
福
祉
課 
☎
６
８
ー
４
６
３
１ 

         

 

あ
な
た
の
大
切
な
人 

眠
れ
て
い
ま
す
か
？ 
 

　
３
月
に
な
り
日
差
し
が
暖

か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
新

し
い
環
境
で
生
活
を
迎
え
る

な
ど
、
何
か
と
気
ぜ
わ
し
い

日
々
に
追
わ
れ
、
知
ら
ず
知

ら
ず
の
内
に
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
て
し
ま
う
こ
と
も
…
。 

　
疲
れ
て
い
る
の
に
、
眠
れ

な
い
日
が
２
週
間
以
上
続
く

の
は
、
心
か
ら
の
Ｓ
О
Ｓ
信

号
で
す
。
不
眠
が
続
く
時
は
、

か
か
り
つ
け
医
や
専
門
機
関

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
「
お
困
り
の
こ
と
や
悩
ん

で
い
る
こ
と
が
あ
る
」。「
心

配
な
人
が
い
る
」
な
ど
の
場

合
は
、
自
分
一
人
や
、
家
族

だ
け
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず

は
一
度
、
公
的
機
関
へ
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 
   

悩　　み 

 

「心の悩み、心の健康」 

「眠れない」　等 

 
 

「死にたいくらい 

つらい」 
 

「借金の返済が苦しい」 

「登記や遺産相続の方

法がわからない」　等 

（弁護士･司法書士によ

る無料法律相談） 

 

 

相談窓口 

天間林保健センター　保健師 

上十三保健所　健康増進課 

県立精神保健福祉センター「こころの電話」 

ＮPO法人　いのちの電話 

フリーダイヤル自殺予防いのちの電話 

青森県民のための自殺予防フリーダイヤル 

県内在住者対象の生活と健康をつなぐ法律相談 

（県障害福祉課） 

・相談の申込みをしますと、その後、弁護士又は司法

　書士から申込者に連絡が入ります。相談内容をお

　話し、面接相談日、場所を決めることになります。 

 

 

電話番号 

0176-68-4631 

0176-23-4261 

017-787-3957 

017-787-3958 

0172-33-7830 

0120-738-556 

0120-063-556 

017-734-9310 

 

 

 

 

 

受付時間 

8：15～17：00（土日祝日を除く) 

8：30～17：15（土日祝日を除く) 

9：00～16：00（土日祝日を除く) 

毎日12：00（正午）～21：00（午後9時） 

毎月10日　8：00～翌日8：00 

毎月 1 日　12：00～21：00 

9：00～16：00（土日祝日を除く) 

・法律的な相談以外については相談

　者の了解を得たうえで、関係相談機

　関に紹介できます。 

・1回目の法律相談は無料 

 

◎献血のお知らせ◎ 
 
　献血は、健康であれば
最も身近にできるボラン
ティアです。より多くの
方のご協力をお願いします。 
 
【日時】３月13日（日） 
　　　　①10:00～12:00 
　　　　②13:15～16:30 
 
【場所】ジャスコ七戸店 

～心の健康チェック～ 

 
・
疲
れ
て
い
る
の
に 

　
２
週
間
以
上
眠
れ
な
い 

・
食
欲
が
な
く
、 

　
体
重
が
減
っ
て
い
る 

・
だ
る
く
て 

　
意
欲
が
わ
か
な
い 
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月　日 
 
 ３． ２（水） 

 ３． ４（金） 
  
 ３． ２（水） 
 ３．16（水） 
 ３． ２（水） 
 ３．16（水） 

 ３． ２（水） 

 ３．16（水） 

 ３．15（火） 
  
 ３．23（水） 
 
 ３．22（火） 
 
 
 
月　日 
  
 
３．23（水） 

 
 
 

種　別 
 
結核健康診断 
及び精密検査 
 
QFT検査 
 
HIV(エイズ)に 
関する相談 
 
Ｂ型及びＣ型 
肝炎検査（有料） 
 

女性健康相談 
 
精神保健 
福祉相談 
骨髄バンク 
登録相談 
 
 
種　別 

 
 
療育相談 
 

受付時間  
 
9：00～ 
11：00 

 
9：00～ 
11：00 

13：00～ 
14：00 
告　知 
11：00～ 
11：30 

10：00～ 
10：30 

13：00～ 
14：00 

9：00～ 
10：00 

 
 
受付時間  
継続 
９：30～ 
10：30 

新規 
10：30～ 
11：00 

 
 

対　象　等 
結核患者家族及び
接触者 
結核登録患者 
家族・接触者で必要
な者 
 
一般県民 
 
 
一般県民 
 
思春期から更年期
に至る女性 
精神・神経・飲酒等
の相談 
骨髄バンク登録希
望者 
 
 
対　象　等 

  
発達が 
気になる児童 
 

上十三保健所健康相談等  
＊利用される方は、受付時間を厳守してください。また、なるべ
く事前に予約をしてご利用してください。 

〈場所〉上十三保健所〈問合せ〉☎23－4261 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈場所〉三沢市保健相談センター〈問合せ〉☎57－0707 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

ー
３
月
31
日
ま
で
ー 

　
町
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
の
助
成

を
３
月
31
日
ま
で
実
施
し
て

い
ま
す
。 

 

①
町
内
医
療
機
関
及
び
ち
び

き
病
院
で
接
種
さ
れ
る
方 

 

　
接
種
時
に
お
い
て
助
成
し

て
い
ま
す
。 

②
右
記
以
外
の
医
療
機
関
で 

                     

    

接
種
さ
れ
た
方 

 

　
左
記
に
よ
り
３
月
31
日
ま

で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。（
期
限
厳
守
） 

 
申
請
手
続
き
方
法 

○
申
請
窓
口 

　
健
康
福
祉
課
（
天
間
林
保

健
セ
ン
タ
ー
内
）
ま
た
は
支

所
庶
務
課 

○
申
請
書
類 

　
領
収
書
、
印
鑑
（
認
印
）、 

                     

通
帳
（
18
歳
以
下
は
保
護
者

の
通
帳
）
、
接
種
済
証
（
医

療
機
関
発
行
）
ま
た
は
母
子

健
康
手
帳
（
小
児
の
場
合
） 

助
成
額 

○
町
民
税
課
税
世
帯 

　
１
回
目
（
千
五
百
円
） 

　
２
回
目
（
千
三
百
円
） 

を
上
限
で
助
成 

○
生
活
保
護
・ 

町
民
税
非
課
税
世
帯 

　
１
回
目
（
三
千
円
） 

　
２
回
目
（
二
千
五
百
五
十
円
） 

を
上
限
で
助
成 

○
問
合
せ
先 

　
健
康
福
祉
課 

　
　
　
☎
６
８
ー
４
６
３
１ 

 

 
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

予
防
接
種
費
用
の
助
成
期
限
に
つ
い
て 

 
 

  

 

⇒ 

⇒ 
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「
七
戸
に
ん
に
く
里
親
物
語
」
開
催 

〜
七
戸
町
か
だ
れ
田
舎
体
験
協
議
会
〜 

 

　
七
戸
町
か
だ
れ
田
舎
体
験
協
議
会
（
中
野
正
章
会
長
）
は

２
月
11
日
か
ら
１
泊
２
日
の
日
程
で
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
「
七

戸
に
ん
に
く
里
親
物
語
」
を
開
催
し
、
県
内
外
か
ら
13
名
が

参
加
し
ま
し
た
。 

　
１
日
目
は
、
一
面
銀
世
界
の
に
ん
に
く
畑
で
雪
を
か
き
分

け
、
オ
ー
ナ
ー
に
な
る
に
ん
に
く
10
株
を
決
定
。
目
印
に
な

る
自
分
の
名
前
入
り
の
看
板
を
立
て
て
記
念
撮
影
を
し
ま
し

た
。
続
い
て
、
農
家
の
作
業
場
へ
移
動
し
、
に
ん
に
く
の
皮

む
き
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
宿
泊
は
、
農
家
へ
民
泊
し
、

農
家
さ
ん
オ
ス
ス
メ
の
温
泉
や
、
一
緒
に
作
っ
た
郷
土
料
理

な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
２
日
目
は
、
冬
の
奥
入
瀬
渓
流
を

観
光
。
蔦
温
泉
で
昼
食
や
温
泉
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

　「
七
戸
に
ん
に
く
里
親
物
語
」
は
、
に
ん
に
く
収
穫
時
期

の
夏
編
に
続
き
ま
す
。
参
加
者
は
オ
ー
ナ
ー
と
な
っ
た
に
ん

に
く
の
成
長
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。 

 

向
町
老
人
ク
ラ
ブ
が 

手
作
り
ぞ
う
き
ん
300
枚
を
寄
贈 

 

　
向
町
老
人
ク
ラ
ブ
（
山
本
順
治
会
長
）
は
１
月
27
日
、
七

戸
中
学
校
へ
手
作
り
の
ぞ
う
き
ん
300
枚
を
寄
贈
し
ま
し
た
。 

　
同
会
は
平
成
15
年
か
ら
学
校
区
の
同
校
と
城
南
小
学
校
へ

２
年
ご
と
に
交
互
に
ぞ
う
き
ん
の
寄
贈
を
続
け
て
お
り
、
今

年
で
８
年
目
。
こ
の
日
は
、
山
本
会
長
と
役
員
の
小
田
ミ
ツ

子
さ
ん
が
同
校
を
訪
問
し
、
生
徒
会
長
の
　
山
千
晶
さ
ん
と

環
境
委
員
長
の
岡
田
弥
姫
さ
ん
に
、
ぞ
う
き
ん
を
手
渡
し
ま

し
た
。 

　
　
山
さ
ん
と
岡
田
さ
ん
は
「
い
た
だ
い
た
ぞ
う
き
ん
で
今

ま
で
以
上
に
き
れ
い
な
七
中
に
し
た
い
」
と
お
礼
を
述
べ
ま

し
た
。
山
本
会
長
は
「
地
域
の
た
め
に
役
に
立
ち
た
い
と
始

め
た
取
り
組
み
。
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。 

   
町
内
の
保
育
園
に 

「
か
め
こ
」
寄
贈 

                
　
古
着
を
利
用
し
て
様
々
な
小
物
を
作
っ
て
い
る
市
ノ
渡
貞

子
さ
ん
が
２
月
３
日
、
城
北
保
育
園
（
石
沢
い
ね
子
園
長
）

を
訪
れ
、
人
形
遊
び
に
使
う
「
か
め
こ
」
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
市
ノ
渡
さ
ん
は
毎
年
、
干
支
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
作
り
、
町

内
の
保
育
園
に
寄
贈
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
子
供
用
サ

イ
ズ
の
か
め
こ
を
制
作
。
昨
年
の
４
月
頃
か
ら
古
く
な
っ
た

着
物
を
切
っ
て
綿
を
詰
め
る
な
ど
し
、
合
計
160
着
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。 

　
贈
呈
式
で
は
、
園
児
を
前
に
し
た
市
ノ
渡
さ
ん
が
「
大
事

に
使
っ
て
ち
ょ
う
だ
い
ね
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
石
沢
園
長
に

か
め
こ
を
手
渡
し
ま
し
た
。 

　
園
児
を
代
表
し
て
、
か
め
こ
を
身
に
つ
け
た
市
川
優
衣
ち
ゃ

ん
は
「
人
形
遊
び
の
時
に
使
い
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し

た
。 

　
か
め
こ
は
、
石
沢
園
長
を
と
お
し
て
、
町
内
の
ほ
か
の
５

保
育
園
に
も
贈
ら
れ
ま
し
た
。 
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○ミュージアム・コレクション○ 

「鷹山宇一と七戸ゆかりの画家たち展 －鳥谷幡山・平野四郎・上泉華陽」 
2011年2月5日(土)～4月10日(日)迄 

 

　美術館収蔵作品から、鷹山宇一初期から晩年までの油彩画、木版画、アトリエ秘蔵のデッサンなどを展示し、

70余年にわたる鷹山宇一の画業を紹介するとともに、当館収集作家として顕彰する画家たちの作品を一堂に展

覧します。 

　十和田湖に魅せられ、その紹介につとめた日本画家・鳥谷幡山、独自の幻想リアリズムを追求した洋画家・

平野四郎、地方にありながら絵筆一本、馬を愛し描き続けた画家・上泉華陽各氏の作品を、この機会にぜひご

鑑賞ください。 

　また、織田廣喜をはじめ小坂圭二など、鷹山宇一や当町ゆかりの画家たちの絵画も併せて紹介。 

　七戸ゆかりの画家たちの作品を町の風土とともに味わう･･･　鷹山美術館ならではの極上のひとときを、ご家

族皆さまでぜひお楽しみください。 
 

■入館時間■　午前10時～午後5時30分（閉館は午後６時) 

■休 館 日■　定休日：毎週月曜日(3/21は開館し、翌日振替休館) 

■入 館 料■　一般500（400）円、学生300（240）円、小中学生100（80）円 
　　　　　　　※(　)内は20名様以上の団体、JAF会員、県民カレッジ受講者割引料金 
■お問合せ■　鷹山宇一記念美術館☎62－5858 
 

消
防
職
員
が 

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

　
天
間
林
地
区
出
身
の
中
部
上
北
消
防
署
職
員
で
構
成
さ
れ

る
「
消
防
職
員
天
間
林
出
身
者
の
会
」（
澤
田
公
博
会
長
）は

２
月
19
日
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
の
下
、
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
の
世
帯
を
回
り
、
家
屋
点
検
と
除
雪
作
業
を
行

い
ま
し
た
。 

　
こ
の
奉
仕
作
業
は
、
地
域
を
守
ろ
う
と
平
成
７
年
か
ら
続

け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日
は
、
職
員
21
人
が
７
班
編

制
で
30
世
帯
を
訪
問
。
火
災
予
防
も
兼
ね
て
、
家
屋
に
異
常

が
無
い
か
点
検
し
、
除
雪
し
て
欲
し
い
場
所
の
要
望
を
聞
き

な
が
ら
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

　
毎
日
、
家
の
裏
の
ハ
ウ
ス
の
と
こ
ろ
ま
で
洗
濯
物
を
干
し

に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
は
、「
ハ
ウ
ス
ま
で
の
道
を
作
っ

て
も
ら
っ
た
。
両
手
が
ふ
さ
が
っ
て
い
て
も
歩
き
や
す
い
」

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

   

真
冬
の
熱
い
戦
い 

第
11
回
七
戸
町 

ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
大
会
結
果  

 

　
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
の
「
第
11
回
七
戸

町
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
大
会
（
ア
ル
ペ
ン
競
技
）」

が
２
月
19
日
、
町
営
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
に
は
、
町
内
在
住
の
小
学
生

60
人
が
参
加
。
白
銀
の
斜
面
を
滑
走
し
、
タ

イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。 

　
競
技
は
、
大
回
転
で
、
１
回
の
滑
走
タ
イ

ム
で
順
位
が
決
ま
る
た
め
、
選
手
た
ち
の
表

情
は
真
剣
そ
の
も
の
。
観
客
か
ら
の
声
援
を

受
け
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
い

ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
各
部

門
１
位
の
み
掲
載
）       

【
１
年
男
子
】
坂
倉
　
修
平
（
城
南
小
学
校
） 

【
２
年
男
子
】
岡
村
美
喜
也
（
城
南
小
学
校
） 

【
３
年
男
子
】
成
田
　
理
瑠
（
七
戸
小
学
校
） 

【
４
年
男
子
】
　
山
　
大
輔
（
城
南
小
学
校
） 

【
６
年
男
子
】
七
尾
　
龍
人
（
城
南
小
学
校
） 

【
１
年
女
子
】
竹
内
　
比
奈
（
城
南
小
学
校
） 

【
２
年
女
子
】
小
倉
　
　
綺
（
七
戸
小
学
校
） 

【
３
年
女
子
】
島
田
　
結
衣
（
城
南
小
学
校
） 

【
４
年
女
子
】
田
島
　
陽
菜
（
七
戸
小
学
校
） 

【
５
年
女
子
】
森
田
　
宇
美
（
七
戸
小
学
校
） 

【
６
年
女
子
】
古
屋
敷
小
鈴
（
城
南
小
学
校
）  
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《
短
　
歌
》 

雪
ま
と
ふ
杉
の
木
立
は
静
も
り
て 

　
　
　
モ
ノ
ト
ー
ン
の
絵
し
ら
じ
ら
と
明
く 

大
串
靖
子 

 

冬
枯
れ
て
空
広
が
れ
る
山
里
の 

　
　
　
遥
か
遠
く
に
虹
の
立
つ
見
ゆ 福

士
孝
衛 

 

冬
休
み
入
り
た
る
ら
し
子
ど
も
ら
の 

　
　
　
声
は
久
し
く
綿
雪
の
舞
う 

内
山
涼
子 

 

幾
百
年
命
の
連
鎖
繰
り
返
す 

　
　
　
銀
南
の
幹
に
太
き
垂
乳
根 

宮
沢
崇
子 

 

手
作
り
の
将
棋
盤
に
ら
み
指
す
親
子 

　
　
　
闘
志
を
内
に
ひ
そ
ま
せ
な
が
ら 

哘
崎
ア
イ
子 

 

没
る
こ
と
の
つ
ひ
に
あ
ら
ざ
る
赤
き
日
を 

　
　
　
追
ひ
つ
つ
駆
け
る
シ
ベ
リ
ア
の
空 

佐
藤
悠
一 

 

帰
省
ご
と
古
里
こ
と
ば
に
戻
る
子
を 

　
　
　
今
年
は
待
ち
ぬ
新
駅
舎
に
て 

原
信
子 

 

凍
え
つ
つ
そ
り
で
遊
び
し
幼
な
子
も 

　
　
　
成
人
の
日
は
振
袖
姿 

高
田
洋
子  

      

《
俳
　
句
》 

大
寒
の
誰
も
無
口
に
駅
出
口 

小
林
凡
石 

里
山
の
よ
く
見
ゆ
る
日
や
雪
卸
す 

福
田
露
幸 

雪
帽
子
か
ぶ
り
て
温
顔
地
蔵
さ
ま 

田
中
愛 

大
寒
と
敵
の
ご
と
く
日
々
過
ご
す 

駒
ヶ
嶺
峯 

和
菓
子
屋
の
ケ
ー
ス
の
菓
子
も
春
の
色 

新
田
純
治 

過
疎
通
り
雪
掻
き
は
じ
め
賑
ぎ
賑
ぎ
し 

成
田
駿
三 

 

《
川
柳
》「
新
幹
線
　
七
戸
十
和
田
駅
」 

新
幹
線
静
か
な
町
に
活
気
呼
ぶ 

征
治 

三
十
八
年
陳
情
続
け
今
通
る 

正
十
四 

新
幹
線
一
度
は
乗
り
た
い
夢
で
す
か 

風
貴 

音
静
か
新
幹
線
が
喜
ば
れ 

花
子 

★新着図書の紹介★  

【中央図書館】 【中央公民館図書室】 

文
芸
欄 

文
芸
欄 

★今月の休館日…1日（火）～4日（金）蔵書点検、21日（月）、24日（木） 
★図書館・図書室は、毎月第4木曜日、祝日、年末年始を除き、土曜日・日曜日も開館しています。 

い
ち
ょ
う 

い 

No. 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10

書 名  

純平、考え直せ 

漂流　－本から本へ－ 

帝国ホテルの不思議 

統計データはおもしろい！－相関図でわ
かる　経済・文化・世相・社会情勢のウラ側 

知っていると楽になる 
高齢者の介護30 

ヤミーさんの３STEP COOKING 
人気ベストレシピ 

ママのための子育てツイッター入門 
－現役ママが教える、ゆる～いつながり方－ 

ペネロペてづくりレシピ 

どうぶつぴったんことば 

女の子がだ～いすきなお話（母と子の読み聞かせえほん） 
男の子がだ～いすきなお話（母と子の読み聞かせえほん） 

等　一般書　53冊　児童書　8冊 
（1/11～2/10　登録（購入分）） 

書 名  

聡明な女たちへ・ 
しなやかに生きる37章 

この母ありて 

月曜日の朝へ 

愚者の質問 
富良野自然塾・倉本聰対談集 

強運を引き寄せる 
ユミリーのこども風水 

ぎっちょんちょん（バツイチ子持ち
39歳だけど今日から芸者になりました） 

おかあさんの思い出ごはん 

おんがくねずみ　ジェラルディン 

チャッピィの家 

くまとやまねこ 

等　一般書　37冊　児童書　29冊 
（12/28～1/27　登録（購入分）） 

著 者 名  

奥 田 英 朗  

筒 井 康 隆  

村 松 友 視  

本 川 　 裕  

黒 岩 恭 子 　  
ほか（著） 

ヤ　ミ　ー（著） 
主婦の友社（編） 

内 海 裕 子  

トモコ＝ガルシア 
（作） 

林　木林（さく） 
西村敏雄（え） 

立原えりか（編著） 
西 本 鶏 介（編著） 
 
 

著 者 名  

桐 島 洋 子  

木 村 　 隆  

朝比奈　あすか 

倉 本 　 聰  
林 原 博 光  

直 居 由美里 

群 ようこ 

フ ジ テ レ ビ  
商品研究所・編 

レ オ・レオニ  
谷 川 俊太郎(訳) 

いまい　あやの 

湯 本 香樹美（作） 
酒 井 駒 子（絵） 

No. 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10

☎68-2920☎62-2119
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性 暴 力 ・ 
DVの相談電話が 
開設されました  
 

　内閣府が平成20年度に実施

した調査によると、20歳以上

の女性のうち、配偶者からの

暴力を何度も受けたことのあ

る人は、10.8％、異性から無

理やりに性交されたことがあ

る人は7.3％に上がります。 

　一方で被害経験のある女性

のうち、被害をどこ（だれ）

にも相談できずに苦しむ人は、

5～6割に上がっており、一人

で悩み苦しんでいるそうです。 

　こうした現状を踏まえ、ど

こにも相談できずに苦しむ被

害者を減らすことを目的とし

て、配偶者暴力と性暴力の被

害者に対する24時間無料の電

話相談を実施することになり

ました。 

○電話名称　パープルダイヤル 

○開設期間 

　２月８日（火）午前10時～ 

３月27日（日）午後10時 

○電話番号 

　0120－941－826 
◎匿名での電話も受付けます。 

◎被害にあわれている方のご

　家族・ご友人からの相談も

　受付けます。 

◎性暴力は、加害者や被害の

　時期を問いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住 基 カ ー ド 無 料 交 付 期 間 終 了 の お 知 ら せ  
 

　当町では、住基カード（住民基本台帳カード）の普及促進を図るため、平成20年４

月から交付手数料の無料化を実施してきましたが、平成23年３月31日で終了します。 

　４月１日申請分からは、従来どおり手数料が1,000円かかりますので、住基カー

ドの取得をお考えの方は早めの申請をおすすめします。 

　住基カードは、公的な身分証明書として利用できるほか、国税の電子申告・納

税（イータックス）を利用する場合に必要となります。 

　なお、３月から４月は窓口が混雑し、申請や交付に時間がかかる場合があります

ので、時間に余裕をもっておいでください。 

○問合せ先　町民課☎68－2112　支所庶務課☎62－2111 
 

各 種 証 明 書 の 時 間 外 交 付 を 実 施 し て い ま す  
 

　お仕事の都合などで役場開庁時間内に窓口へ来られない方など、電話予約をする

ことで、各種証明書の時間外交付を受けることができます。 

　交付を受けることができる証明書は次のとおりです。 

●町民課・支所庶務課　戸籍関係証明書・住民票・印鑑証明書　等 

●税務課・支所庶務課　納税証明書・課税証明書・収入証明書・所得証明書・　　

　　　　　　　　　　　資産証明書・評価証明書・公課金証明書　等 

○受付時間　月曜～金曜日　８時15分～17時（祝祭日を除く） 

○交付時間　17時～18時 

※交付の際、本人確認をしますので、必ず身分証明書（免許証等）を持参してください。 

○問合せ先　町民課☎68－2112　税務課☎68－2113　支所庶務課☎62－2111 
 

東北新幹線八戸駅改良に伴う走行試験のお知らせ  
 

　東北新幹線新青森延伸に伴う、信号システム等の変更のため、新幹線車両を使用

した走行試験を実施します。 

○日　　時　3月23日（水）夜（3月24日、早朝1時30分～3時の間） 

　　　　　　※都合により日程を変更することがあります。 

○区　　間　八戸～新青森間 

○問合せ先　東日本旅客鉄道株式会社　盛岡支社　企画室　☎019－652－4019 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

小さな掛金、大きな補償 
ス ポ ー ツ 安 全 保 険  
 

　スポーツ、文化、ボランティア活

動などの団体活動に最適な保険です。

５名以上の団体でご加入ください。 

○対象となる事故 

　団体活動中の事故、往復中の事故

　（自動車事故による賠償責任は適

　用外） 

○掛　　金 

　１人年額600円～9,000円 

　（団体の活動内容、年齢構成など

　によって異なります。） 

○補償内容 

　傷害保険（通院、入院、死亡、後

　遺障害）、賠償責任保険、共済見

　舞金 

○保険期間 

　毎年４月１日午前０時から 

　翌年３月31日午後12時まで 

※年度途中に申込みを行った場合は、

　加入手続きを行った翌日から3月

　31日までとなります。 

○問合せ先 

　財団法人スポーツ安全協会 

　青森県支部 

　〒038-0021 

　青森市安田近野234-7 

　財団法人　青森県体育協会内 

　☎017－782－6984 
　（電話受付：平日午前９時～午後５時） 

※詳しくはホームページをご覧くだ

　さい。 

　http://www.sportsanzen.org 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

農 業 者 労 災 保 険 の ご 案 内  
 
※ 指定農業機械を使用中の事故に対する国の補償制度です。 

１．指定農業機械作業従事者として特別加入を認められた者が、「七戸町農
　業機械利用組合」に会員登録をして加入できます。また、保険料は所得控
　除の対象となります。 
２．保障期間は、４月１日～翌年３月31日（１年更新） 
３．指定農業機械 
　●動力耕運機　　　●農業用トラクター（作業機含む）　　●動力溝堀機 
　●自走式田植機　　●自走式スピードスプレイヤー、その他自走式防除機 
　●トラック、その他自走式運搬用機械 
　●自走式動力刈取機、コンバイン、その他自走式収穫用機械 
　●動力揚水機　　　●動力せん定機　　　●動力カッター 
　●動力摘採機　　　●動力脱穀機 
４．補償額、年間保険料、補償内容（単位：円） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．七戸町農業機械利用組合費　一世帯当り年額500円 
６．補償例 
　　●給付基礎日額6,000円の加入者が負傷で13日休業して治療した場合 
　　　①保険料　10,950円 
　　　②補　償　・治療費全額給付　・休業補償（10日）48,000円 
　　●給付基礎日額10,000円の加入者が負傷で23日休業して治療した場合 
　　　①保険料　18,250円 
　　　②補　償　・治療費全額給付　・休業補償（20日）160,000円 
　加入を希望する方は、３月28日（月）（期限厳守）までに農業委員会へ申込
みください。 
○問合せ先　七戸町農業委員会　☎68－2967 
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給付基礎日額 
20,000 
18,000 
16,000 
14,000 
12,000 
10,000 
9,000 
8,000 
7,000 
6,000 
5,000 
4,000 
3,500 

補償日額 
16,000 
14,400 
12,800 
11,200 
9,600 
8,000 
7,200 
6,400 
5,600 
4,800 
4,000 
3,200 
2,800 

保険料(1人) 
36,500 
32,850 
29,200 
25,550 
21,900 
18,250 
16,425 
14,600 
12,775 
10,950 
9,125 
7,300 
6,385 

備　　　　　　　考 
1. 療養補償給付 
　労災保険指定病院で全額無料の治療が受けられる。 
2. 休業補償 
　休業(入院)した４日目から給付基礎額の80%が
　支給される。 
3. 障害補償給付 
　ケガの後に障害が残った時に補償金が支給される。 
4. 障害補償年金 
　療養開始後１年たっても治らない時に支給される。 
5. 遺族補償給付 
　遺族に年金又は一時金が支給される。 
6. 葬祭費 
　遺族に支給される。 
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ダンスクラブテクノ  
社交ダンス会員募集  
 

　あなたも踊れる社交ダンス。いつ

でも気軽に！ 

○活 動 日 

　毎週月曜日 

午前10時～12時（昼の部） 

　毎週水曜日 

午後７時～９時（夜の部） 

○会　　費　月1,000円 

　　　　　　（入会時のみ2,000円） 

○練習場所　七戸南公民館 

○レッスン内容 

　基礎を重視致しますが、パーティ

で即踊れるようになります。（ブル

ース、ワルツ、タンゴ、ルンバ、ジ

ルバ、チャチャチャ他） 

☆初心者・経験者大歓迎、体験見学

１回無料。外国人もOKです。 

○問合せ先 

　七戸南公民館　☎62－2118 
 

七戸花友会からのお知らせ 
 

　七戸花友会では、第６回クリスマ

スローズ展を開催いたします。 

○日　時　3月5日（土）・6日（日） 
　　　　　午前９時～午後４時 

○場　所　七戸南公民館　集会室 

○問合せ先　七戸花友会　事務局 

金見　☎090－3756－8672 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
国家公務員採用試験の 
お 知 ら せ  
 

　人事院では次のとおり国家公務員

採用試験を実施します。 

●Ⅰ種試験（大学卒業程度） 

　・受 付 期 間　４月１日（金）～ 

４月８日（金） 

　・第１次試験日　５月１日（日） 

　・申 込 方 法 

　　　　　インターネット又は郵送 

●Ⅱ種試験（大学卒業程度） 

　・受 付 期 間　４月11日（月）～ 

４月20日（水） 

　・第１次試験日　６月19日（日） 

　・申 込 方 法 

　　　　　インターネット又は郵送 

●Ⅲ種試験（高校卒業程度） 

　・受 付 期 間　６月21日（火）～ 

６月28日（火） 

　・第１次試験日　９月４日（日） 

　・申 込 方 法　郵送 

※申込用紙の請求や受験資格等の詳

　しい内容については、人事院ホー

　ムページまたは下記にお問い合せ

　ください。 

○問合せ先 

   人事院東北事務局  第二課  試験係 

☎022－221－2022 
　ホームページ 

　http://www.jinji.go.jp/ 

saiyo/saiyo.htm 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政・人権相談所開設の
ご 案 内
 

　困りごと・悩みごと・いやがらせ

など人権の擁護に関すること、行政

に対する苦情・要望・意見等に関す

ることなど一人で悩まず、お気軽に

ご相談ください。 

○日　時　３月９日（水） 
　　　　　午前９時から12時まで 

○場　所　七戸町役場２階委員会室 

　　　　　七戸庁舎３階第２会議室 

○相談料　無　料　《秘密厳守》 

○相談員　行政相談委員・ 

人権擁護委員 

※東北町、野辺地町、六ヶ所村にお

　住まいの方も相談できます。 

○問合せ先　町民課☎68－2112 
　　　　　　庶務課☎62－2111 
 

※七戸町にお住まいの方も、下記の

　日程で、相談を受けることができ

　ます。 

■東 北 町 

○日　時　３月７日（月）・22日（火） 

　　　　　午前10時～12時 

○場　所　東北町役場 

○問合せ先 

　東北町役場東北分庁舎福祉課 

☎0175－63－2111 
 

 



 
４ 月 １日から公立七戸病院の  
診 療 体 制 が 変 わ り ま す  
 

眼　科　現在：水曜日、金曜日 

　　　　　　　　　→４月から：火曜日、金曜日 

小児科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■３月末までは、これまでどおり月曜日午後に５歳児

　健診・予防接種（予約制）を、火曜日午後に３か月・

　３歳児健診を行います。 

■午後の休診は、小児科医が不在です。 

○問合せ先　公立七戸病院　☎62－2105 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気バスシャトル便の運行について 
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曜　日 
 

月曜日 
 

火曜日 
水曜日 
 

木曜日 
 
 

金曜日 
 

土曜日 
 

午　　前 
 
通常診療 
 
休　　診 
通常診療  
 

通常診療 
 

通常診療 
（弘前大学医師診察） 
通常診療 
（第1・3土曜日は休診） 
 

午　　後 
3か月・3歳児健診 
15時頃から 
予防接種（予約制） 
休　　診 
休　　診 
慢性疾患外来・ 

5歳児健診 
15時頃から 
予防接種（予約制） 

休　　診 
 
休　　診 
 

「電気バス」の

試験運行を行っ

ています。 

　期間中は無料

で運行していま

すので、ぜひこ

の機会に乗車し

てみてください。 

 

○試験運行期間 

３月15日（火）～ 

　３月18日（金） 
 

３月28日（月）～ 

　３月31日（木） 

 

○問合せ先 

　企画財政課　

　☎68－2940 
 

 

 

七 戸 庁 舎  
七 戸 中 央  
小 川 町  
七 戸第二中央  
七 戸 病 院 前  
八 甲田農協前  
三 輪 建 設 前  
大 池 入 口  
大 池  
ゆ うずらんど  
七 戸 霊 園 前  
倉 越 交 差 点  
七 戸 東 栄 前  
七戸町文化村前 
七 戸十和田駅  
七戸町文化村前 
営 農大学校前  
中 野  
ふれあいセンター 
運 動 公 園 前  
農 協 前  
役 場 本 庁 舎  

10：15 
10：17 
10：18 
10：19 
10：21 
10：22 
10：23 
10：26 
10：27 
10：28 
10：29 
10：30 
10：32 
10：34 
10：35 
↓ 

10：38 
10：40 
10：42 
10：45 
10：46 
10：47

10：01 
  9：59 
  9：58 
  9：57 
  9：55 
  9：54 
  9：53 
  9：50 
  9：49 
  9：48 
  9：47 
  9：46 
  9：44 
↑ 

  9：41 
  9：40 
  9：39 
  9：37 
  9：35 
  9：32 
  9：31 
  9：30

役場本庁舎 
行き 

七戸庁舎 
行き 

バス停名 



　戸籍の窓口への掲載は、役

場に届け出された時に、本人

から確認できたものだけを掲

載しております。 

　また、他町村に届け出し、「広

報しちのへ」に掲載したい方

は役場町民課町民係へご連絡

ください。 

☎ 68－2112（内線214） 

　戸籍の窓口への掲載は、役

場に届け出された時に、本人

から確認できたものだけを掲

載しております。 

　また、他町村に届け出し、「広

報しちのへ」に掲載したい方

は役場町民課町民係へご連絡

ください。 

☎ 68－2112（内線214） 

 

平成23年度自衛官募集のご案内 
 
幹部候補生（一般・飛行） 
○応　募　資　格　平成24年4月1日現在　22歳以上26歳（修士28歳）未満の方 
○受　付　期　間　２月１日（火）～５月６日（金） 
○試験期日（１次）　５月14日（土）：筆記試験 
　　　　　　　　　５月15日（日）：筆記式操縦適性検査（飛行要員のみ） 
○試験場所（予定）　青森県第２合同庁舎、八戸工業大学 
一般曹候補生（陸・海・空）　  
○応　募　資　格　平成24年4月1日現在  18歳以上27歳未満の方（高校在学中は除く。） 
○受　付　期　間　２月１日（火）～５月６日（金） 
○試験期日（１次）　５月21日（土）：筆記試験 
○試験場所（予定）　空自：三沢基地　陸自：青森駐屯地、八戸駐屯地 
●幹部候補生の処遇 
　・採用とともに陸・海・空曹長に任命され、幹部候補生として約１年間の教育を受け
　　たのち幹部自衛官となります。 
　・初任給：214,900円～（学歴・職歴で異なります。）、他　賞与年２回   
●一般曹候補生の処遇 
　・採用から２年９月経過以降、選考によって３等陸・海・空曹に昇任します。 
　・初任給：159,500円（平成22年４月現在 ）、他　賞与年２回   
■詳細については、下記までお問い合わせください。       
　自衛隊　青森地方協力本部　三沢募集案内所 
　〒033－0037　三沢市松園町三丁目６－16　中野プラザビル２Ｆ（ユニバース隣） 
　　　　　　　  ☎・FAX  53－1346　e-mail:plomisawa@carrot.ocn.ne.jp 
 

 

戸籍の窓口 
 

１月16日～２月15日 
 

◎お誕生おめでとうございます 

　子ども　　　 母親　　　住所 

赤沼　美空ちゃん　千　恵さん　太 田 野  

中野日向伍く　ん　恵　子さん　鶴 児 平  

坪　美早紀ちゃん　政　子さん　坪　　２ 

久保　優葵ちゃん　瑛　子さん　宇 道 坂  

貝塚　琉安ちゃん　郁　美さん　貝　　塚 

甲田　みとちゃん　由美子さん　甲　　田 
 

◎ご結婚おめでとうございます 

　横　浜　伊　織さん　青　森　市 

　金　見　亜希子さん　下　見　町 

　　　松　秀　信さん　上　野　崎 

　　　松　恵美子さん　上　野　崎 

　白　石　洋　介さん　ききょう団地 

　野田頭　知　美さん　東　北　町 

　町　屋　大　輔さん　倉　　　越 

　濱　道　一　枝さん　階　上　町 

　天　間　広　靖さん　天　間　２ 

　坂　本　佳　子さん　白　　　石 

　鳥谷部　誠　優さん　道　ノ　上 

　ニ  マデ  ユリア  サリ  ディウィーさん 

インドネシア 

 

 

 

●お悔やみ申し上げます 

工　藤　タ　ミさん　98歳　影 津 内  

戸　田　アサノさん　82歳　寺　　裏 

森　野　通　秋さん　61歳　舘　　野 

中　村　喜太郎さん　85歳　七　　戸 

　提寺　ト　キさん　72歳　七　　戸 

久保田　正　子さん　69歳　七　　戸 

佐々木　キ　ヨさん　91歳　七　　戸 

佐々木　ミチヱさん　84歳　海　　内 

山　田　ヲサイさん　101歳　寒　　水 

兎　内　　　　さん　88歳　寒　　水 

野　田　ト　ヨさん　84歳　天　　王 

町　屋　ち　やさん　95歳　道 ノ 上  

中　村　一　久さん　79歳　榎 林 ２  

古屋敷　み　よさん　87歳　金　　木 

齋　藤　な　みさん　94歳　舘　　野 

小笠原　　　誠さん　51歳　上 町 野  

田　村　信　一さん　87歳　七　　戸 

米内山　つ　やさん　82歳　七　　戸 

照　井　ト　セさん　91歳　舘　　野 

　　野　ツ　ヱさん　78歳　高 屋 敷  

金　澤　信　男さん　82歳　向 原 子  

市ノ渡　勝　彦さん　41歳　天間蒼前 

哘　　　　　操さん　70歳　道 ノ 上  

天　間　定　夫さん　83歳　森 ノ 上  

小　又　さくらさん　91歳　小　　又 

山　口　元　治さん　87歳　舘　　野 
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町の統計 
平成23年１月31日現在 

 

　男　　　８，５９６人 

（－　　１０） 

　女　　　９，２５１人 

（＋　　　２） 

　計　　１７，８４７人 

（－　　　８） 

世帯数　　６，８５７世帯 

（－　　　８） 

（　 ）内は前月比 

 

★交通事故 

　件　　　　数 

７件 （　７件）〈＋　１〉 

　傷　　　　者 

　　９人 （　９人）〈＋　２〉 

　死　　　　者 

０人 （　０人）〈　　０〉 

（    ）内は１月からの累計 

〈    〉内は平成22年同月末比 

 

★町内の火災 

　建　　　　物　２件 （２件） 

　林野・その他　０件 （０件） 

（     ）内は１月からの累計 

　 
＋ 
－ 

み　く 

ひゅうご 

み   さ   き 

ゆうあ 

るあん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 



●発行日　平成23年３月１日発行 

●発行者　七戸町　企画財政課 

　　　　　〒039－2792　青森県上北郡七戸町字森ノ上131－4　℡ 0176－68－2117

　県南地方のそばが七戸町に集結し、食べ比べができ

る「みちのくそば博覧会」（えきかつプロジェクト実

行委員会主催）が、２月５、６日、七戸体育館で開催

されました。  

　主会場となった七戸体育館には、町内の３店舗のほ

か、北は、むつ市、東通村、南は八戸市（南郷）など

９市町村から13店舗が出店。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　主会場に出店できなかった町内のそば屋さんも自分

たちのお店で参加し、町は「そば通」の人たちでにぎ

わいを見せました。  

　２日間で訪れた人はおよそ３千人。期間中は１杯

300円のそばが6,000食振る舞われ、この地方でのそ

ば人気の高さをうかがわせました。  
　  

　町に「そば博覧会」を提案してくれた青森公立大学

みらい学科の学生15人もアンケートを採るなどスタ

ッフとして参加。「こんなにも多くの人が来場してく

れたことに感動しました。この集客効果をどう活性化

に繋げられるか、アンケート結果から、再度提案した

いです」と話していました。  

　会場内は、そばの販売の他、手打ちそばに使う「そ

ば道具」の展示販売や、そば打ち体験コーナーが設け

られるなど、そば一色。  

　会場に２人で訪れた方は、「昨日は、１人２店舗ず

つ４店舗を食べ比べた。今日は１人３店舗、６店舗を

食べ比べる予定。全店舗食べられず残念なので、来年

もぜひ食べに来たいです」と話していました。  

　また、そば打ちの体験をした方は、「てきぱきと教

えてくれて、とてもわかりやすかった。趣味になりそ

うです」と話していました。 
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県南のそばを食べ比べ　「みちのくそば博覧会」で大にぎわい 

 

ホワイトバトル結果  

 

優 　 勝  

準 優 勝  

第 ３ 位  

第 ３ 位  

 

優 　 勝  

準 優 勝  

第 ３ 位  

第 ３ 位  

 

七 戸 町  

七 戸 町  

十和田市 

七 戸 町  

 

七 戸 町  

おいらせ町 

おいらせ町 

十和田市 

 

東小なかよしクラブＡ 

西小なかよしクラブＢ 

十和田南ジュニア 

東小なかよしクラブＣ 

 

天間西ジャイアンツ 

木内々野球部Ｃ 

木内々野球部Ａ 

十和田南ＢＢＣ１号 

 

優 　 勝  

準 優 勝  

第 ３ 位  

第 ３ 位  

 

優 　 勝  

準 優 勝  

第 ３ 位  

第 ３ 位  

 

七 戸 町  

東 北 町  

十和田市 

十和田市 

 

野辺地町 

七 戸 町  

横 浜 町  

十和田市 

 

榎中ファンキーズ 

東北東中キャンディーズ 

三農ソフトボール部 

ジャンピン 

 

ワイルドセブン 

男・高松 

大豆田好宴会 

三本木中学校外野陣 

小学校低学年　　出場10チーム 

小学校高学年　　出場22チーム 

レディース　　出場７チーム 

一　　　般　　出場49チーム 


